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美
市
立
美
術
館
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ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

１１月２日（土）～ １２月２２日（日）

休館日／毎週月曜日
(月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館）

【関連企画】

① 館長または学芸員による作品解説 

　 会期中毎日曜日　１４時 ～　場所：展示室

②無料ｄａｙ（初日は入館料無料） 

　 日時：１１月２日（土）　１０時３０分～１７時

　 (入場は１６時３０分まで)

③土佐山田・あーとリンクvol.4（まち歩きスタンプラリー開催）

　 日時：１１月２日（土）～１０日（日）
　 場所：香美市立美術館、かふぇ＆ぎゃらりーぐらんま

　　　　 ギャラリー樹下の舎

「きれいな絵」
（リニューアル記念事業）

▲山本昇雲 (１９０７年)「子供あそび　ゆきだるま」 

▶
タ
カ
ハ
シ
ユ
ミ
コ (

２
０
０
５
年)

　

「
花
園
」

▶
山
本
昇
雲 (

１
９
０
７
年
頃) 

　

「
今
す
が
た　

絵
ま
き
も
の
」

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

しおりちゃん

　卯年の娘にぴったりだと思い、
｢○○アニマル：ウサギさんセット｣
を選びました。丸みのある形で、
子どもが口に入れても安心です。
　名前と誕生日、出生体重を彫っ
てくれていて、記念にもなって気
に入っています！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

※香美市から木のギフトを受け
取られた皆さんからのご感想、
写真を募集しています。
　投稿者の氏名、写真、写真に
映っている方の名前(ペンネーム
で構いません)、感想を、下記の
メールアドレスまでお送りくだ
さい。
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。
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迎
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。
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つ
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